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様式１（専門職によるアドバイス支援事業 依頼書） 

 

平成２７年 ７月 １日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（依頼者） 

                  〒080-0048 

住所 北海道帯広市西１８条北１丁目１７番地 

事業者名 株式会社ズコーシャ 

担当者所属 IT事業部 

担当者名 山本倫之 

電話番号 0155-33-2200 

電子メールアドレス yamamoto@zukosha.co.jp 

 

専門職によるアドバイス支援事業 依頼書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援事業の一環として行う、介護ロボット等の「専門職によるアド

バイス支援事業」について、下記の書類を提出して依頼します。 

 

 

記 

 

１．専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書（別紙） 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

３．これまでの福祉用具・介護ロボットの開発実績がわかる書類（任意様式） 

※実績がない場合は、提出不要 

  実績なし 

 

 

（書類の取り扱い等について） 

○ ご提出いただく「専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書（別紙）」は、介護施設等とのマッチン

グのために公開いたします。公開可能な範囲において、できる限り記載してください。 

○ 「専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書（別紙）」は、介護施設等とのマッチングに際して、イ

ンターネット等を通じて登録協力施設等へ情報提供します。 

○ 依頼する案件について、適切なアドバイスが行える介護施設又は団体等が現れない場合には、実施できな

い場合もあることを予めご承知ください。 
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（別紙） 

平成２７年 ７月 １日 

 

専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書 

 

１．事業の種類（いずれか希望する方に○印を付けるか、事務局までご相談ください。） 

１．介護職員等との意見交換  

２．専門職によるアドバイス支援 ○ 

 

２．依頼者の概要 

企業名 株式会社ズコーシャ 

担当者名 山本倫之 

担当者連絡先 

住所 〒080-0048 北海道帯広市西18条北1丁目17番地 

電話 0155-33-2200 

電子メールアドレス yamamoto@zukosha.co.jp 

主たる業務 
総合コンサルタント (建設、農業土木、測量、地質調査等) 

ITサービス (SI、ITアウトソーシング受託、データセンター事業等) 

主要な製品 上記コンサルタント及びITサービス業に付き、製品を有しない 

希望する施設等の

種類・職種等 

認知症徘徊者の在宅介護の現場やその家族の実態に詳しい専門家、介護事業者、

ケアマネ―ジャーなど。 

その他 
産業技術総合研究所との共同研究 

 

３．機器開発コンセプトあるいは試作機の概要（可能な範囲でご記入ください） 

機器の名称（仮称） 徘徊見守りサービス 

試作機の有無及び 

機器のコンセプト 

（試作機あれば写真

を添付） 

試作機の有無 １．有り  ・  ２．無し 

機器の目的及び特徴 

徘徊老人監視システムに属し、玄関に設置したカメラ付3Dセンサーによって監視

対象者の外出を検知、介護者に通知するサービス。クラウドサービスとして構成

されており、外出時画像を警察等捜索団体へ即時に提供することによって早期発

見に寄与する。概念図及びセンサー試作機写真添付。 

想定する使用者及

び使用方法、使用

環境 

使用者、使用方法、使用環境 

使用者：徘徊の可能性がある認知症高齢者の家族等介護者 

使用方法、環境：本サービスに登録し、玄関等出入口にセンサーを設置、インタ

ーネットに接続する。対象者の外出が検知されるとメールにて介護者に通知され

る。介護者の意思による捜索団体への通報・画像提供をシステムが支援する。 

現在の開発状況と

課題 

カメラ付き3Dセンサーの試作機(小型PCによって構成)と、実験用クラウドシステ

ムが稼働中。外出の検出は高精度で実現している。一方、数人の同居者の中から

監視対象者を識別するアルゴリズム開発が技術課題。関係者の家庭に設置して基

礎データの収集中だが、実際の徘徊者のデータを取れる実験環境が無い。非技術

課題としては、真のニーズや市場があるか、家庭内カメラ設置に対するプライバ

シー意識やセンサー設置上の制約等が受容されるかなどの懸念がある。 
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特にアドバイス

（意見交換）を希

望している事項 

・実際に徘徊癖のある認知症高齢者が居る家庭又は施設でのデータ収集(試作機設

置)の可能性、及び可能な場合ご紹介頂けないか？ 

・本サービスの以下の点について、介護の現場を良く知る方のご意見を伺いたい。 

 - 本サービスにニーズはあるか？ 

 - どの程度の利用者負担であれば許容されるか？ 

 - 家庭内にカメラを設置することが受容されるか？ 

 - 対象家庭には一般的にインターネット環境が存在すると考えて良いか？ 

 - 介護者へのメールによる通知は現実的か？ 

 - 受け入れられない要素がある場合、その改善策。 

・現在は家庭用を想定しているが、施設で利用する余地・ニーズはあるか？ 例え

ば、数人の病室から特定対象者の外出を検知したいなど。 

・その他の使い途はないか？ 

・もし分かれば、以上について北海道地方の地域性の有無。 

その他  

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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徘徊見守りサービスのイメージ 

Internet 

警察 

NPO 

自治体 通報 

外出時写真など 
捜査情報提供 

通知 

家族 

感知データ 

失踪に素早く気付くことによって 
早期通報、早期発見が可能に 

3Dセンサー+PCによる徘徊感知 

サービス提供 

ズコーシャ データセンター 

Zukosha Confidential 
対象者の外出 

3Dセンサー+PC 

Zukosha Confidential 
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